
原市場聖書教会

週　　報

2026.2.1

NO.1087

あなたがたがわたしを選んだのではなく、わたしがあなたがた

を選び、あなたがたを任命しました。それは、あなたがたが行っ

て実を結び、その実が残るようになるため、また、あなたがた

がわたしの名によって父に求めるものをすべて、父が与えてく

ださるようになるためです。

       　　　　　　　　　ヨハネの福音書１５章１６節

年間聖句
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主日礼拝
２０２６年　２月　１日

礼拝奉仕者

　説教 ： 若村和仁師　　司会 ： 本多崇兄　　奏楽 ： 本多こずえ姉　　献金 ： 戸口貴夫兄　　　
　　  　受付 ： 若村めぐみ姉　　

ワーシップ賛美

祈 り

ワーシップ賛美

使 徒 信 条

主 の 祈 り

賛 美

献 金

感 謝 の 祈 り

聖 書 朗 読

説 教

黙 祷

賛 美

聖 餐 式

賛 美

頌 栄

祝 祷

後 奏

報 告

一 同

司 会 者

一 同

一 同

一 同

一 同

一 同

戸 口 貴 夫 兄

司 会 者

若 村 和 仁 師

奏 楽 者

一 同

若 村 和 仁 師

一 同

一 同

若 村 和 仁 師

奏 楽 者

司 会 者

「 傷跡」

「 あなたの瞳」

聖歌２０１番「 キリストイエスをもといとして」

テサロニケ人への手紙第二２章１節～１２節

「 正しい神の道を見分ける方法とは？」

聖歌４５８番「 すみよりもくろき心なれど」

教会福音讃美歌２５９番「 共にパンを分け合おう」

聖歌３８３番「 ちち ・ みこ ・ みたまの」

	

●礼拝後自家焙煎コーヒータイムがあります。
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聖書 新改訳 2017©2017 新日本聖書刊行会より抜粋

メッセージ聖書箇所

テサロニケ人への手紙第二２章１節～１２節

1, さて兄弟たち。 私たちの主イエス ・ キリストの来臨と、 私たち
が主のみもとに集められることに関して、 あなたがたにお願いし
ます。
2, 霊によってであれ、 ことばによってであれ、 私たちから出たか
のような手紙によってであれ、 主の日がすでに来たかのように言
われるのを聞いても、 すぐに落ち着きを失ったり、 心を騒がせたり
しないでください。
3, どんな手段によっても、 だれにもだまされてはいけません。 ま
ず背教が起こり、 不法の者、 すなわち滅びの子が現れなければ、
主の日は来ないのです。
4, 不法の者は、 すべて神と呼ばれるもの、 礼拝されるものに対
抗して自分を高く上げ、 ついには自分こそ神であると宣言して、
神の宮に座ることになります。
5, 私がまだあなたがたのところにいたとき、 これらのことをよく
話していたのを覚えていませんか。
6, 不法の者がその定められた時に現れるようにと、 今はその者を
引き止めているものがあることを、 あなたがたは知っています。
7, 不法の秘密はすでに働いています。 ただし、 秘密であるのは、
今引き止めている者が取り除かれる時までのことです。
8, その時になると、 不法の者が現れますが、 主イエスは彼を御
口の息をもって殺し、 来臨の輝きをもって滅ぼされます。
9, 不法の者は、 サタンの働きによって到来し、 あらゆる力、 偽り
のしるしと不思議、
10, また、 あらゆる悪の欺きをもって、 滅びる者たちに臨みます。
彼らが滅びるのは、 自分を救う真理を愛をもって受け入れなかっ
たからです。
11, それで神は、 惑わす力を送られ、 彼らは偽りを信じるようにな
ります。
12, それは、 真理を信じないで、 不義を喜んでいたすべての者が、
さばかれるようになるためです。

「神の正しい道を見分ける方法とは？」  
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© 2008 yuta nakayama

今月のワーシップ賛美
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主の祈り

　天にまします　われらの父よ　

願わくは御
み な

名をあがめさせたまえ

御
みくに

国をきたらせたまえ　みこころの天になるごとく

地にもなさせたまえ　われらの日用の糧を

今日も与えたまえ　われらに罪をおかすものを

われらがゆるすごとく　われらの罪をもゆるしたまえ

われらを試みにあわせず　悪より救い いだしたまえ

国と力と栄えとは　限りなくなんじのものなればなり

アーメン

主の祈りは、イエス様が「こう祈りなさい」と教えてくださった祈りです。ですから、

「主の祈り（しゅのいのり）」と呼ばれています。翻訳によって言葉づかいは異なりますが、

新約聖書マタイによる福音書６章９節～１３節に書いてあります。 

使徒信条

我は天地の造り主、 全能の父なる神を信ず。

我はその独り子、 我らの主、 イエス ・ キリストを信ず。

主は聖霊によりてやどり、 おとめマリヤより生まれ、

ポンテオ ・ ピラトのもとに苦しみを受け、

十字架につけられ、 死にて葬
ほうむ

られ、 陰
よ み

府にくだり、

三日目に死人の内よりよみがえり、

天にのぼり、 全能の父なる神の右に座したまえり。

かしこよりきたりて生ける者と死にたる者とを審きたまわん。

我は聖霊を信ず。 聖なる公同の教会、

聖徒の交わり、 罪のゆるし、

からだのよみがえり、 とこしえの命を信ず。

アーメン

キリスト教会の最古の信条で， 普遍的に受け入れられ， 告白される信条の一つです。
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御言葉紹介
★ 2026 年 1 月 28 日御言葉

ヨハネの手紙 第一　4章 14 ～ 17 節

14, 私たちは、 御父が御子を世の救い主として遣わされたのを見て、 その証しをしてい

ます。

15, だれでも、 イエスが神の御子であると告白するなら、 神はその人のうちにとどまり、

その人も神のうちにとどまっています。

16, 私たちは自分たちに対する神の愛を知り、 また信じています。 神は愛です。 愛のう

ちにとどまる人は神のうちにとどまり、 神もその人のうちにとどまっておられます。

17, こうして、 愛が私たちにあって全うされました。 ですから、 私たちはさばきの日に

確信を持つことができます。 この世において、 私たちもキリストと同じようであるから

です。

聖書 新改訳 2017©2017 新日本聖書刊行会より引用。

●なぜ、 ただイエスを神の御子と告白するだけで、 神様は私たちの心の内にとどまっ

てくださるのでしょうか。 そんな楽な方法で良いのか、 と思ってしまう方もおられるか

もしれません。

私たちは、 自分の力でこの時代に生まれてきたのでもなく、 自分の力で生きているの

でもありません。 ただ一方的な恵みによって生かされています。 生きるために必要な

ものはすべて、 神様が造られた自然（ 被造物） を通して、 また隣人を通して与えられ

ているのです。

私たちがこの一方的な恵みを素直に感謝し、 受け取って生きるなら、 すべてのことを

感謝することができます。 しかし、 自分の力で築き上げたと思い込み、 命を与えてく

ださった神から離れて自分中心的な生き方になると、 人は互いに助け合うのではなく、

自分の思いどおりに動いてくれる人以外を切り捨ててしまいます。

切り捨てられた人は、 切り捨てた人を恨み、 攻撃的になります。「 やられたらやり返す」

という負の連鎖が広がってしまうのです。 その結果、 互いに助け合うのではなく、 考

えの合わない人との争いが拡大し、 人間は自滅への道をたどる危険があります。

他の人の声を聞かないことは、 とても危険です。 互いに、 どうすれば神の祝福の道を

進めるのかをよく話し合い、 祈り合うことが大切なのです。

神の愛を実践することは、 犠牲を伴うこともあります。 しかし、 その犠牲は必ず祝福へ

と変えられます。 イエス様が歩まれた道、 そして弟子たちの歩みから学び、 それを実

践していける私たちでありたいものです。

すべてが神の前に明らかにされるとき、 何も隠すものがない歩みをしたいものです。

日々神の恵みを数え、 イエスは神の御子であるとの告白へと導かれ、 罪も小さいうち

に告白し、 解決していく者でありたいと思います。

原市場聖書教会

若村和仁
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　　　　　　　　　子供　　男性　　 女性　　　  合計

先週の各集会出席者数

 1 月 28 日（水 )

 1 月 25 日（日 ) 教会学校ﾊﾚﾙﾔｷｯｽﾞ  6 人

礼　　　　　拝   4+0 人    8+2 人   13+4 人   30(25+6）人

　　　　　　　（※各集会 「対面 + ｵﾝﾗｲﾝ」　表記となります。）

夕　　礼　　拝　　 　　　   希望者がおられませんでした。

祈　　り　　会　　　　　　　1人　　  5 人         6 人

報　　　　告

本日午後の予定

次週主日礼拝（2026 年 2月８日 )

司　　会 ： 本多崇兄　　

聖　　書 ： テサロニケ人への手紙第二２章１３節～１７節

説　　教 ： 「私の力ではなく福音によって与えられた神の栄光」 若村和仁師　

奏　　楽 ： 本多こずえ姉

讃　　美 ： ワーシップ賛美 「エフ」 「あなたの瞳」

　　　　　　　　聖歌２５３、 聖歌５２８、 聖歌３８３　

受　　付 ： 若村めぐみ姉　　献金感謝祈祷 ： 本多守兄

集会案内

礼 　　　　 拝            　　 　　　　　　 10:30 ～ 12:00
2 月 8 日（日） ハレルヤキッズ　 　　                       09:30 ～ 10:15

祈　　り　　会　　　　　　　　　　　　　　　10:30 ～ 12:002 月 4 日（水）

★礼拝後コーヒータイムがあります。ご自由にお交わり下さい。

★聖書を学びたい方、 洗礼を希望される方はお気軽に牧師にご相談ください。

●本日も礼拝後自家焙煎珈琲をご用意しております。

　　ぜひご自由にお交わり下さい。

☆若村和仁師　今週の外部奉仕＆予定

・ ２月３日 （火） ～２月６日 （金） NPO 法人あまやどり

火曜日の集会はお休みです。2月 3日（火）

（場所 ： 高麗＆原市場）

・ ２月５日 （木）　 hi-b.a. 川越集会 （場所 ： ウェスタ川越）

・ ２月３日 （火）　 関東宣教区役務者会 （場所 ： 所沢ミューズ）
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頌　栄

聖歌３８３

「ちち・みこ・みたまの」

教会ホームページ http://hbc.holy.jp/　E ﾒｰﾙ hibawaka@aol.com

原市場聖書教会
〒357-0126 飯能市下赤工 396-6

TEL:042-977-0254
FAX:042-981-7200

牧　師 :若村和仁　

10:30-12:00

 9:30-10:10

17:00-18:00

 

10:30-12:00

10:00-13:00

10:30-12:00

主 日 礼 拝

ﾊ ﾚ ﾙ ﾔ ｷ ｯ ｽ ﾞ

夕拝（第一は休み）

祈 り 会

赤 毛 の ｱ ﾝ

こひつじﾀｲ ﾑ

日曜あさ

日曜あさ

日曜夕方

水曜

第2第 4火曜日

第 1第 3火曜日

ﾊﾚﾙﾔｷｯｽﾞｽﾍﾟｼｬﾙ　
ひと月一回（日曜か土曜日）

 集会案内 

14:00-16:00
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